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皆様には、日頃より本町の子育て支援行政にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 

現在、「第二期紫波町子ども・子育て支援事業計画（令和２～６年度）」に基づき、子育て支援のための

さまざまな施策を実施しておりますが、この度、次期計画（令和７～11年度）策定を進めるにあたり、町

民の皆様の子ども・子育て支援事業に関する生活実態やご要望・ご意見などをお伺いし、計画に反映させ

ることを目的に、「紫波町子ども・子育て支援に関するニーズ調査」を実施することといたしました。 

なお、ご回答いただきました調査内容は、本町や国・岩手県の子ども・子育て支援施策の検討のみに利

用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用することは一切ございません。 

皆様方にはお忙しい中、まことにお手数ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

令和６年２月 

紫波町長   熊谷  泉 

【ご記入にあたってのお願い～必ず読んでからご回答ください～】 

 

１．ご記入は、宛名のお子さんの保護者の方にお願いいたします。 

２．ご回答は、選択肢の番号に○をつけていただく場合と、数字をご記入いただく場合がございます。 

３．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なります。注意書きに従ってご記入くださ

い。また、「その他」に○をつけていただいた場合には、（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

４．時間を数字でご記入いただく場合は、24時間制（例：０ ８時～１ ８時）でご記入ください。 

また、数字は１枠につき１字をご記入ください。 

５．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございます。注意書きや矢印に従ってご回答

ください。特に注意書きのない場合は次の設問にお進みください。 

６．ご記入いただいたアンケート用紙は、お手数ですが、 

３月５日（火）までに同封の封筒に入れて担任に提出してください。 

※郵送にて送られた方については、返信用封筒にてお近くのポストにご投函してください。 

７．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

 

紫波町教育委員会 こども課 

電話：019－672－2111（内線 3191） 

 

紫波町 子ども・子育て支援に関するニーズ調査 
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問１ お住まいの地区は次のうちどちらですか。（１つに○） 

１．日詰 ２．古館 ３．水分 ４．上平沢・片寄 ５．赤石 

６．彦部・星山 ７．佐比内 ８．赤沢 ９．長岡 10．その他（      ） 

 

  

問２ 宛名のお子さんは何年生ですか。（１つに〇） 

１．小学校１年生 ２．小学校２年生 ３．小学校３年生 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。 

（１つに○） 

１．父親 ２．母親 ３．その他（         ） 

 

問４ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

 

問５ 宛名のお子さんと一緒にお住まいの方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（あてはまるものすべてに○） 

１．父親 ２．母親 ３．祖父 

４．祖母 ５．兄弟姉妹 ６．その他（          ） 

 

問６ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係でお答えください。（１つに○） 

１．父母ともに ２．主に父親 ３．主に母親 ４．主に祖父母 ５．その他（        ） 

 

  

お住まいの地域について 

 

封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 
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※ひとり親の方は、ご自身についてのみお答えください。 

問７ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

（それぞれ１つに○） 

 父親 母親 

１．フルタイム※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない １ １ 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である ２ ２ 

３．パート・アルバイト等※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ３ ３ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である ４ ４ 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない ５ ５ 

６．これまで就労したことがない ６ ６ 

※ フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労 ／ パート・アルバイト等：フルタイム以外の就労 

問８ 問７で「３．」、「４．」（パート・アルバイト等で就労）に○をつけた方のみ 

フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ１つに○） 

 父親 母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １ 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２ 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 ３ ３ 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４ 

問８－１ 問７で「５．」、「６．」（就労していない）に○をつけた方のみ 

就労したいという希望はありますか。ご両親それぞれの転換希望についてお答えください。 

（それぞれ１つに〇、「２．」を選んだ方はお子様の年齢をお答えください。） 

 父親 母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） １ １ 

２．１年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい ２ ２ 

   歳   歳 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ３ ３ 

問９ 問８－１で「３．」（すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい）に○をつけた方のみ 

希望する就労形態はありますか。ご両親それぞれの希望する就労形態をお答えください。 

（それぞれ１つに〇、「２．」を選んだ方は、希望する就労日数と時間をお答えください。） 

 父親 母親 

１．フルタイム １ １ 

２．パートタイム、アルバイト等 ２ ２ 
 

 父親 母親 

 

 

1週あたり   日 
 

1週あたり   日 
 

1日あたり   時間 
 

1日あたり   時間 
 

宛名のお子さんの保護者の就労状況について 

「２．」を選んだ方はこちらへ 
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問 10 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

また、取得していない方はその理由をお答えください。 

（それぞれ１つに○、取得していない方はその理由を下の一覧から選び番号を記入） 

（１）父親 （２）母親 

１．働いていなかった 

２．取得した（育児休業中である） 

１．働いていなかった 

２．取得した（育児休業中である） 

３．取得していない ３．取得していない 

 取得していない理由（あてはまる番号すべて記入）  取得していない理由（あてはまる番号すべて記入） 

  

育児休業や短時間勤務制度など 職場の両立支援制度について 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                                                                       ） 
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問 11 この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校へ通学できなかったことはありますか。 

（１つに○） 

１．あった ⇒ 問 11－１ へ ２．なかった ⇒ 問 12 へ（５ページ） 

問 11－１ 問 11で「１．あった」に○をつけた方のみ 

宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この

１年間に行った対処方法をお答えください。（あてはまるものすべてに○、□内にそれぞれの日数を

記入、半日程度の対応の場合も１日とカウントする） 

１年間の対処方法 日数  

１．父親が休んだ    日 
 

⇒ 問 11－２ へ 

２．母親が休んだ    日 
 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった    日 
 ⇒ 問 12 へ 

（５ページ） 
４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた    日 

 

５．病児の保育を利用した    日 
 

⇒ 問 11－３ へ 

（５ページ） 

６．ファミリー・サポート・センターを利用した    日 
 

⇒ 問 12 へ 

（５ページ） 
７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    日 

 

８．その他（                     ）    日 
 

問 11－２ 問 11－１で「１．父親が休んだ」、「２．母親が休んだ」に○をつけた方のみ 

その際、「できれば病児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診

が必要となります。（１つに○、利用したい場合は□内に日数を記入） 

１．できれば病児保育施設等を利用したい  → 

２．利用したいとは思わない 

  日   

      

 

  

【宛名のお子さんの病気の際の対応について 
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問 11－３ 問 11－１で「５．病児の保育を利用した」に○をつけた方のみ 

病児保育室を利用してみて、良かったことをお選びください。（あてはまるものすべてに○） 

１．自宅で看病するよりも安心できたこと（検温や食事や水分の摂取時間等も記録でわかる等） 

２．病児保育する保育士が病気や薬に対する知識があり、相談しやすいこと 

３．定員が少なく、ひとりひとりの保育が手厚いこと 

４．その他（                                                                             ） 

５．特にない 

 

  

問 12 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（きょうだい含む）の育児疲れや

育児不安、病気など）により、宛名のお子さんを泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要が

あると思いますか。短期入所生活援助事業※の利用希望をお答えください。なお、事業の利用にあた

っては、一定の利用料がかかります。 

（あてはまる番号・記号すべてに○、利用したい場合は□内に泊数の合計と目的別の内訳の泊数を記入） 

１．利用したい 計   泊 
 

 ア．冠婚葬祭    泊 
 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安    泊 
 

 ウ．保護者や家族の病気    泊 
 

 エ．その他（                   ）    泊 
 

２．利用する必要はない 

※ 短期入所生活援助（ショートステイ）事業：保護者が、疾病・疲労など身体上・精神上・環境上の理由により児童の養育が困

難となった場合等に、児童養護施設など保護を適切に行うことができる施設において養育・保護を行う事業です。（原則とし

て７日以内） 

 

  

宛名のお子さんの宿泊を伴う一時預かり等の利用について 
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問 13 お子さんは、現在放課後児童クラブ（こどもの家）を利用していますか。（１つに○） 

１．利用している ⇒ 問 13－１ へ ２．利用していない ⇒ 問 13－２ へ 

問 13－１ 問 13で「１．利用している」に○をつけた方のみ 

放課後児童クラブ（こどもの家）で、今後充実してほしいことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．施設や設備を充実してほしい ２．指導員の増員や指導内容の充実をしてほしい 

３．日曜日・祝日も開設してほしい ４．施設数を増やし様々な場所で実施してほしい 

５．その他（                 ） ６．特にない 

問 13－２ 問 13で「２．利用していない」に○をつけた方のみ 

利用していない理由をお答えください。（１つに○） 

お子さんの身の回りの世話を主にしている方が 

１．現在就労していないから 

２．就労しているが、祖父母等が面倒を見てくれるから 

３．就労しているが、放課後児童クラブ（こどもの家）を知らなかったから 

４．就労しているが、近くに放課後児童クラブ（こどもの家）がないから 

５．就労しているが、放課後児童クラブ（こどもの家）に空きがないから 

６．就労しているが、放課後児童クラブ（こどもの家）の開所時間が短いから 

７．就労しているが、放課後児童クラブ（こどもの家）は利用料がかかるから 

８．就労しているが、子どもは放課後のクラブ活動や習い事をしているから 

９．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

10．就労しているが、他の施設に預けているから 

11．その他（                                         ） 

問 14 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日、夏休み・冬休み等長期の休暇期間中に、放課後

児童クラブ（こどもの家）の利用希望はありますか。なお、事業の利用には一定の利用料がかかり

ます。（それぞれ１つに○、利用したい場合は□内に時間帯を[例]18時のように 24時間制で記入） 

(１)土曜日 

１．低学年（１・２年生）の間は利用したい 
利用したい時間帯 

   時から   時まで 
 

２．中学年（３・４年生）まで利用したい 

３．高学年（５・６年生）まで利用したい 

４．利用する必要はない  

(２)日曜日・祝日 

１．低学年（１・２年生）の間は利用したい 
利用したい時間帯 

   時から   時まで 
 

２．中学年（３・４年生）まで利用したい 

３．高学年（５・６年生）まで利用したい 

４．利用する必要はない  

(３)長期休暇 

１．低学年（１・２年生）の間は利用したい 
利用したい時間帯 

   時から   時まで 
 

２．中学年（３・４年生）まで利用したい 

３．高学年（５・６年生）まで利用したい 

４．利用する必要はない  

放課後の過ごし方について 
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問 15 ファミリー・サポート・センターを利用したいですか。（１つに○） 

１．利用したい ⇒ 問 15－１ へ ２．利用したくない  

問 15－１ 問 15で「１．利用したい」に○をつけた方のみ 

どのような目的で利用したいですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．放課後の生活の場として利用したい 

２．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用したい 

３．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえない時に利用したい 

４．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用したい 

５．小学校等の送り迎えに利用したい 

６．その他の目的で利用したい 

※ ファミリー・サポート・センター：地域における子育ての相互援助の支援をする組織です。育児の援助を受けたい人と援

助したい人が会員となり、センターが仲介して、会員同士が支え合います。 

 

 

問 16 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談

できる場所はありますか。（１つに○） 

１．いる・ある ⇒ 問 16－１ へ ２．いない・ない 

問 16－１ 問 16で「１．いる・ある」に○をつけた方のみ 

お子さんの子育て(教育を含む)に関して、気軽に相談できる先は、誰(どこ)ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 ３．近所の人 

４．子育て支援（応援）センター ５．町の保健師 ６．小学校等の先生 

７．民生児童委員 ８．かかりつけの医師 ９．自治体の子育て関連担当窓口 

10．その他（                       ） 

 

  

ファミリー・サポート・センターについて 

子どもの育ちをめぐる環境について 
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問 17 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、悩んでいることや気になることはあります

か。子どもに関することとご自身のことについてお答えください。（それぞれ３つまでに○） 

《子どもに関すること》 《ご自身に関すること》 

１．子どもの病気や発育・発達に関すること 

２．子どもの食事や栄養に関すること 

３．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

４．子どもとの時間を十分にとれないこと 

５．子どもの教育に関すること 

６．子ども同士の友だちづきあい（いじめ等を含む） 

に関すること 

７．保育所や幼稚園等に行きたがらないこと 

８．子どもを叱りすぎているような気がすること 

９．子どもを甘やかしすぎているような気がすること 

10．その他（                ） 

11．特にない 

１．育児の方法がよくわからないこと 

２．話し相手や相談相手がいないこと 

３．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

４．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力等が 

少ないこと 

５．自分の子育てで、親族など周りの目が気になること 

６．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる 

人がいないこと 

７．ストレスがたまって、子どもに手をあげたり、 

世話をしなかったりすること 

８．子育てのサービス内容や利用等の方法が 

よくわからないこと 

９．その他（                ） 

10．特にない 

問 18 子どもにとって、どのような取り組みが必要だと思いますか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．乳幼児期における「豊かな人生」の土台づくり 

２．豊かな心・健やかな体の育成など子どもの生きる力の育成に向けた学校教育環境の充実 

３．子どもの居場所づくりの推進 

４．児童の健全育成推進（社会性の発達や規範意識の形成等） 

５．家庭を築き、子どもを産み育てることの意義の啓発など将来親となる子どもの育成 

６．遊びや行事を通じての地域における交流の推進 

７．犯罪、いじめ、児童虐待等の被害にあった子どもの保護の推進 

８．食を通じた豊かな人間性の形成・家族関係づくりなど「食育」の推進 

９．特別な支援を要する児童の支援 

10．雑誌、インターネット等による有害情報等子どもの取り巻く有害環境対策の推進 

11．その他（                  ） 

問 19 子育て環境について、今後充実してほしいことは何ですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．保育所等の施設の充実 

２．放課後児童クラブ（学童保育）や病児保育の充実 

３．子どもを気軽に（一時的に）預かってくれる場所やサービス 

４．子どものための経済的支援 

５．子どもの医療制度の充実 

６．保護者の相談できるところ 

７．子どもが安心して遊べる場所（子どもの遊び場や施設） 

８．子どもにとって自然体験や集団遊び等の機会（子どもが参加できるイベント） 

９．子育て中の親同士が交流できる場所 

10．家族以外の世代の異なる人との交流の機会 

11．その他（                                      ） 
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問 20 紫波町における子育ての環境や支援・施策への満足度をお答えください。（番号 1つに○） 

満足度が低い    満足度が高い 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

問 21 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由

にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、 

３月５日（火）までに、担任の先生へご提出ください。 

また、郵送で受け取られた方はポストへご投函ください。 

 

 


